
野火付け

茅（かや）の育成、害虫駆除など、
茅場の再生を目的に、地元消防団と協力して行う

ようこそ小谷中学校・小学校へ

新着任の先生にインタビューしてきました‥‥‥８

小谷歴史の語り部‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９

栂池自然園日誌　最終章‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11

小谷村で進める６次産業化‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

小谷村自主防災組織育成事業補助金の補助内容を拡充しました‥３

地域おこし協力隊のおたりと関わる５ステップ‥４

平成30年度特定健診及び各種がん検診のおしらせ‥５
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小
谷
村
の
特
産
品
振
興
の
た

め
、
小
谷
村
産
の
原
材
料
を

使
っ
た
商
品
を
扱
う
小
売
店
を

対
象
に
の
ぼ
り
旗
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
の
ぼ
り
旗
を
店
先
に
掲
げ
て

頂
き
、
村
全
体
で
特
産
品
の
販

売
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
観
光
に
来
る
お
客

の
ぼ
り
を
設
置
し
た
い
方
は
、

特
産
推
進
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
設
置
場
所
・
配
布
対
象

　
小
谷
村
産
の
原
材
料
を
使
っ

た
商
品
を
販
売
す
る
小
谷
村
内

の
小
売
店
へ
配
布
（
無
償
）

※
配
布
の
際
に
特
産
品
に
関
す

る
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
今
後
の
特
産
品
開

発
に
役
立
て
る
た
め
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
特
産
推
進
室
特
産
推
進
係

　
電
話
８
２
‐
２
５
８
９

　
　
　
　
　

（
担
当：

水
野
）

　役場庁舎の多目的ホール前をリニューアルしました。

　旧森林組合事務所と喫煙室だった部屋を改装し、誰でも自

由にご使用いただける「談話室」として開放いたしました。

役場での会議前の休憩や、お迎え待ち、お友達との待ち合わ

せ場所など、ご自由にご活用ください。

役場庁舎内に住民ふれあいコーナー「談話室」が完成しました役場庁舎内に住民ふれあいコーナー「談話室」が完成しました

広報おたり　平成30年５月号 (2)

様
の
地
域
な
ら
で
は

の
土
産
品
に
対
す
る

需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
中
で
、
小
売
店
へ

の
誘
客
を
図
り
、
地

域
の
資
源
を
循
環
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
の
ぼ
り
旗
は
山
里

の
恵
み
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
温
か
み
の
あ
る

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
特
産
品
を

扱
う
小
売
店
へ
配
布

を
進
め
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
配
布
さ
れ

て
お
ら
ず
、
特
産
品
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◎
自
主
防
災
組
織
の
現
状

　
小
谷
村
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
地

域
防
災
の
要
と
な
り
、
災
害
発
生

に
お
い
て
は
自
助
・
共
助
の
中
心

を
担
う
「
自
主
防
災
組
織
」
の
設
立

や
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
組
織
率
は

他
の
市
町
村
に
比
べ
極
端
に
低
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　（
Ｈ

・
７
・
１
現
在
組
織
率
　

大
町
市：

・
８
％
　
池
田
町

％
　
松
川
村

％
　
白
馬
村

・
７
％
　
小
谷
村

・
２
％
）

　
組
織
率
が
低
い
原
因
と
し
て
、

小
谷
村
の
各
集
落
で
は
総
代
（
地

区
代
表
）
を
中
心
に
自
治
活
動
を

行
な
っ
て
お
り
、
自
主
防
災
組
織

に
近
い
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
あ
え
て
自
主
防
災
組

織
を
設
立
す
る
必
要
が
な
か
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
や
人

口
減
少
が
進
む
中
で
、
災
害
発
生

時
に
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
地

区
活
動
が
実
施
で
き
る
か
不
安
な

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　

　
そ
こ
で
村
は
、
さ
ら
な
る
村
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
と
自
主
防
災

組
織
の
強
化
育
成
、
設
立
支
援
を

図
る
た
め
「
自
主
防
災
組
織
の
手

引
き
」
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
の
自
主
防
災
組
織
育
成
事

業
補
助
金
を
見
直
し
、
自
主
防
災

(１) 組
織10
の
設
立
及
び
活
動
上
必
要
な

防
災
資
機
材
等
の
購
入
に
対
し
、

補
助
金
が
受
け
や
す
く
な
る
よ
う

制
度
を
拡
充
い
た
し
ま
し
た
。

◎
補
助
金
の
内
容

　「
自
主
防
災
組
織
」
と
は
、
行
政

区
又
は
複
数
行
政
区
に
よ
る
地
区

等
の
単
位
で
組
織
さ
れ
、
地
域
の

防
災
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で

す
。
自
主
防
災
組
織
で
必
要
な
資

器
材
や
活
動
経
費
、
人
材
育
成
経

費
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◎
補
助
対
象
事
業

　
防
災
訓
練
実
施
事
業
（
新
設
）

・
自
主
防
災
組
織
が
実
施
す
る
防

災
訓
練
に
必
要
と
な
る
費
用
の

全
部
。

　
た
だ
し
、
一
の
年
度
に
お
い
て

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　
防
災
資
機
材
購
入
事
業
（
拡

充
）

・
自
主
防
災
組
織
が
消
防
防
災
活

動
の
た
め
に
整
備
す
る
資
器
材

の
購
入
費
の
全
額
を
補
助
し
ま

す
。

・
補
助
金
交
付
申
請
年
度
の
４
月

１
日
を
基
準
日
と
し
、
基
準
日

に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
に
加

入
す
る
世
帯
数
に
１
万
円
を
乗

じ
て
得
た
額
を
上
限
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
防
災
倉
庫
整
備
に

つ
い
て
は
１
箇
所
に
つ
き

万

円
ま
で
で
す
。

・
一
組
織
に
対
し
て
補
助
の
回
数

は
通
算
２
回
と
し
ま
す
。
た
だ

し
防
災
倉
庫
整
備
に
つ
い
て

は
、
村
長
が
認
め
る
回
数
と
し

ま
す
。

※
改
正
前
　
資
器
材
購
入
費
の
２

分
の
１
以
内
。
上
限

万
円

50

　
防
災
士
資
格
取
得
事
業
（
新

(３) (２)
設
）

50

　
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る
た
め
に
地
区
住
民
が
特
定
非

営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
機
構

の
認
定
す
る
防
災
士
の
資
格
を
取

小
谷
村
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
補
助
金
の

補
助
内
容
を
拡
充
し
ま
し
た

小
谷
村
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
補
助
金
の

補
助
内
容
を
拡
充
し
ま
し
た
（
平
成
30
年
４
月
１
日
改
正
施
行
）

得
す
る
た
め
に
負
担
し
た
費
用
に

２
分
の
１
を
乗
じ
た
額
を
補
助
し

ま
す
。
た
だ
し
、
１
名
に
つ
き
５
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。
　
　

・
防
災
士
の
研
修
講
座
受
講
料

（
受
講
会
場
ま
で
の
旅
費
を
含

む
）

・
資
格
取
得
試
験
受
験
料
及
び
資

格
認
証
登
録
料
（
初
回
分
の
み

と
す
る
。）

　
加
算
金

　
自
主
防
災
組
織
設
立
の
加
算
金

と
し
て
、
組
織
設
立
時
に
当
該
年

度
の
４
月
１
日
現
在
の
自
主
防
災

組
織
に
加
入
す
る
構
成
員
世
帯
数

に
、
１
，
０
０
０
円
を
乗
じ
て
得
た

額
を
交
付
し
ま
す
。

◎
各
地
区
で
の
取
組
を
支
援

し
ま
す

　
自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
た
い

地
区
や
活
動
内
容
を
充
実
し
た
い

と
い
っ
た
内
容
は
、
お
気
軽
に
役

場
総
務
課
庶
務
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
自
主
防
災
組
織
の

手
引
き
の
交
付
や
各
種
研
修
等
、

支
援
を
行
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
係

(４)　
電
話
８
２
‐
２
０
２
４

　
　
　
　
　
　
　（
担
当：

相
澤
）

工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

●
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４

人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所

を
対
象
に
６
月
１
日
時
点
で
実

施
し
ま
す
。

●
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に

お
け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政

府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法

に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基

幹
統
計
調
査
で
す
。

●
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び

地
域
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま

す
。

●
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以

外
（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

●
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
御
回
答
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
・
長
野
県
・
小
谷
村

工業統計キャラクター
コウちゃん

(3) 広報おたり　平成30年５月号



　
住
ん
で
い
る
、い
な
い
、に
関
わ

ら
ず
特
定
の
地
域
に
関
わ
る
人
を

指
す
『
関
係
人
口
』
が
、
地
域
を
元

気
に
で
き
る
「
第
三
の
人
口
」と
し

て
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
と
一
緒
に
『
小
谷
の
関

係
人
口
』
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
、そ
ん
な
思
い
か
ら
、
私
た
ち

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、
小
谷
に

関

「
関
係

わ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
、

人
口
の
５
ス
テ
ッ
プ
」
を
追
い
な

が
ら
毎
月
ひ
と
り
ず
つ
ご
紹
介
し

ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
１
　
興
味
を
も
つ

　「
地
方
創
生
」
の
流
れ
が
生
ま

れ
、
県
と
し
て
も
市
町
村
を
支
援

す
る
動
き
が
強
く
な
っ
た
平
成

年
、
北
安
曇
地
方
事
務
所
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
。

　
管
轄
す
る
大
北
５
市
町
村

か
で
一
番
行
政
規
模
が
小

の
な 26

谷
は
注
目

さ
い
小

す
べ
き
村
で
あ
り
、
小

谷
自
体
も
地
方
創
生
の
取
組
み
に

対
し
て
前
向
き
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
仕
事
の
な
か
で
関
わ
る
こ
と

が
増
え
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
２
　
愛
着
を
も
つ

　
愛
着
を
も
っ
た
の
は
、
や
っ
ぱ

り
小
谷
の
人
柄
。
自
分
も
田
舎
で

育
っ
た
か
ら
、
田
舎
の
人
の
生
き

る
力
や
た
く
ま
し
さ
は
大
好
き
。

　
県
職
員
時
代
に
県
内
の
色
々
な

地
域
の
方
と
関
わ
り
ま
し
た
が
、

小
谷
は
、
他
の
地
域
か
ら
来
る
人

に
対
し
て
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
比
較

的
少
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
塩
の

道
や
ス
キ
ー
観
光
で
人
の
往
来
が

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
を
迎
え

入
れ
る
土
壌
が
育
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

ス
テ
ッ
プ
３
　
通
う

　
仕
事
で
小
谷
に
通
う
な
か
で
自

分
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
も
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
、
辰
野
町
の
実
家
に

帰
っ
た
と
き
の
こ
と
。
外
か
ら

「
ト
ー
フ
ー
」と
音
が
聞
こ
え
た
ん

で
す
。
幼
い
頃
、
移
動
販
売
の
お
豆

腐
屋
さ
ん
に
お
つ
か
い
に
行
く
の

が
自
分
の
仕
事
で
し
た
が
、
中
学

生
に
な
っ
た
頃
に
は
、
郊
外
の

ス
ー
パ
ー
が
で
き
た
こ
と
も
あ

り
、
来
な
く
な
っ
て
い
た
は
ず
。

　
驚

お
母

お
豆
腐

屋

い
て
「

さ
ん
！

と
言

さ
ん
の
音
が
す
る
！
」

う

と
、
母
は
「
あ
あ
、
最
近
ま
た
来
る

ん
だ
よ
」
と
。

　

、「

そ
の
時とに

感

サ
ー
ビ
ス
が
戻転
っ

て
い
る
」

じ
ま
し
た
。
運に

不
便で

き
な
く
な
る
な
ど
、
生
活

さ
を
感
じ
る
人
が
増
え
た
時
、
効

率
性
や
合
理
性
だ
け
で
は
片
づ
け

ら
れ
な
い
「
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
る
な
、
と
。

　
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
移
動
販

売
な
ど
の
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
４
　
交
流
す
る

　
活
動
拠
点
を
決
め
る
う
え
で
、

大
き
か
っ
た
の
は
「
特
定
非
営
利

活
動
法
人
こ
ご
み
」の
存
在
で
す
。　　

県
職
員
時
代

「
配
食

に
、

サ
ー
ビ
ス

を
始
め
た
団
体
が
あ
る
」
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
興
味
を
持
ち
、
そ

の
ポ
リ
シ
ー
に
も
惹
か
れ
ま
し

た
。

　
県
職
員
を
辞
め
る
と
決
意
し
た

時
、「
こ
ご
み
で
手
伝
え
る
こ
と
が

あ
れ
ば
一
緒
に
や
り
た
い
」
と
申

し
出
た
と
こ
ろ
、「
一
緒
に
や
ろ

う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
ん
で

す
。

ス
テ
ッ
プ
５
　
拠
点
を
も
つ

　
ち
ょ
う
ど
そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で

ぷ
ろ
の
協
力
隊
募
集
が
あ

り
、
色
々
と
考
え
た
末
に
、
今
に
至

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
の
こ
と

　
実
は
、
家
族
は
長
野
市
の
飯
綱

高
原
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の

先
ず
っ
と
小
谷
に
住
所
を
お
け
る

か
は
正
直
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
だ
け
ど
、
長
野
市
の
も
の
を
小

谷
村
の
人
に
届
け
た
り
、
小
谷
村

の
も
の
を
長
野
市
の
人
に
届
け
た

り
、
そ
ん
な
モ
ノ
の
交
流
を
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
が
ら
、

ず
っ
と
小
谷
村
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
小
谷
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
人
」

と
い
う
目
線
を
村
民
の
皆
さ
ん
が

も
っ
て
く
だ
さ
る
と
、
私
の
よ
う

に
活
動
し
や
す
く
な
る
人
が
沢
山

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
が

現
れ
た
と
き
、
ぜ
ひ
応
援
を
し
て

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

54

広報おたり　平成30年５月号 (4)



 

問診票の配布(５～６月中)
　40歳以上の国保被保険者と、後期高齢者健康診査及び、
各種がん検診を申し込まれた方には、各地区の保健補導員
から問診票が配布されます。
（40歳以上の国保被保険者は全員特定健診の対象です。）

平成30年度　特定健診及び各種がん検診のおしらせ平成30年度　特定健診及び各種がん検診のおしらせ
　６月21日（木）から22日（金）、25日（月）から29日（金）、７月１日（日）、10月２日（火）の９日間、
村内を巡回し下記の日程で健康診査とがん検診を実施します。（特定健診日以外にもがん（肺がん（ＣＴ）、子宮
がん、乳がん）検診を行いますので、詳しくは各戸配布の平成30年度保健事業予定表をご覧ください。）

日　　時 会　　場 各種健（検）診料金
6月21日（木） 　9時～11時 役場　多目的ホール 特定健診・健康診査　 　無料

　　　貧血検査　　　230円
※　　心電図検査　1,600円
　　　眼底検査　　1,200円
がん検診等
肺がん検診（レントゲン）
　　　　　　　　　 400円
胃がん検診（バリウム）
　　35歳以上　　1,300円
大腸がん検診（検便） 500円
前立腺がん検診　 1,900円
肝炎ウイルス検診　 500円 

6月22日（金） 　9時～11時 役場　多目的ホール

6月25日（月）
　9時～11時 Sウェルネスクラブ小谷体育館
　14時～15時 大網公民館

6月26日（火） ＊7時30分～10時30分 胃 白馬乗鞍交流センターちゃんめろ
6月27日（水） ＊7時30分～10時30分 胃 栂池社会体育館
6月28日（木） ＊7時30分～10時30分 胃 中土観光交流センターやまつばき
6月29日（金） ＊7時30分～10時30分 胃 役場　多目的ホール
7月 1日（日） ＊7時30分～10時31分 胃 役場　多目的ホール
10月2日（火） ＊7時30分～10時32分 胃 役場　多目的ホール

＊は胃がん検診実施日です。（受付時間が早くなっています。）

● 検査はすべて「長野県健康づくり事業団」に委託して実施します。 
● 胃がん検診を申し込まれた方は、朝食を食べずに7時30分から8時30分までの間にお越しください。 
● ※印は追加検査となりますので、希望される方は自己負担で検査を実施することができます。

問診票が届いたら…
①受診日、会場、受付時間を確認

配布された問診票に、ご自分の受診日と受付時間が記載されていますのでご確認ください。
※割り当てられた受診日で、どうしてもご都合の悪い方は都合の良い日に受診してください。
※７月１日（日）は一部の地域の方を割り当てていますが、平日都合が悪く受診できない方も受診できます。
※10月2日（火）は６月に受診できなかった方を対象に実施します。

②問診票の記入
あらかじめ問診票を記入してきていただければ、皆さんの待ち時間が短くて済みますので、他の受診者の方の
ためにも事前に記入をお願いします。

その他の注意事項 
◆ 当日は、問診票、受診券、保険証を持参のうえ、会場へお越しください。 
◆ 村営バスが運行していない地域には、送迎車の運行を行います。問診票に運行表を同封しています。

※病院ですべて受けた場合は３万円以上
の負担は当たり前ですが、村の健(検)診を
男性(40代)ですべて検査
しても7,630円の負担で
済みますのでお得です。

①保険証の交付先（事業主）へ「平成30年度特定健診受診券」の発行を申し込む。
②受診券が手元に届いたら、「長野県健康づくり事業団」(検査実施機関)へ予約をする。
　予約電話番号　　☎ 0120 - 106 - 969
　「６月に小谷村で実施する特定健診を受診したい」とお伝えください。
　※予約する際は、受診券を用意してから電話をしてください。
③当日健診会場で、問診票の記載と採尿を行いますので、保険証をもってお越しください。

※予約せず、飛び込み受診することのないようお願いいたします。無断受診は検査機関や、他の受診者の
ご迷惑となります。また、予約日以外の受診もご遠慮ください。

ご家族の被用者保険（社会保険）の被扶養者の方で、小谷村国保が実施する特定健診の受診を希望される方へ

お問い合わせ：住民福祉課福祉係　☎ 82 - 2582 
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自動車税の納税をお忘れなく！ ～ドライバー　守るマナーと納期限～

電
話
０
２
６
１
‐
２
３
‐
６
５

０
５

日
（
木
）
で
す
。

　
納
税
通
知
書
は
、
５
月
上
旬
に

お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
早
め
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
税
事
務
所
で

の
納
付
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
、
ペ

イ
ジ
ー
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。（
軽
自
動
車
を
除
く
）

　
ご
都
合
の
よ
い
方
法
で
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
ペ
イ
ジ
ー
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
を
さ
れ
た
場

合
は
、
領
収
書
・
納
税
証
明
書
が
発

行
さ
れ
ま
せ
ん
。
納
付
後
す
ぐ
に

車
検
を
受
け
る
場
合
や
、
納
税
証

明
書
が
必
要
な
場
合
は
、
金
融
機

関
等
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
県
庁
総
務
部
税
務
課
自
動
車
税

係電
話
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
０

５
１

・
中
信
県
税
事
務
所
大
町
事
務
所

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

今年からクレジットカード・ペイジーでの納付ができるようになりました。自動車税の納付方法について

納付方法

納付時の領収書・
納税証明書の発行

窓　口

金融機関、長野県及び新潟県
内の郵便局、コンビニエンス
ストア、長野県の県税事務所
で納付することができます。

あ　り

クレジットカード ペイジー（Pay -easy）

イ ン タ ー ネ ッ ト サ イ ト
「Yahoo！公金支払」から納
付することができます。

インターネットバンキング、
モ バ イ ル バ ン キ ン グ 及 び
ＡＴＭを利用して納付するこ
とができます。

な　し な　し

納付後すぐに車検を受けるとき、領収書・納税証明書が必要な
ときは、窓口で納付してください。

ご注意ください

コンビニエンスストアでの納
付は使用期限があります。

（使用期限は、収入済通知書に
記載してあります。）

税額の他に決済手数料がかか
ります。

インターネットでの納付手続
きには、事前に金融機関への
利用申し込みが必要です。

車検用納税証明書
について

　車検を受ける際は、運輸支局等で自動車税の納付確認が可能となっていますので、納税証明
書の提示が省略できるようになりました。　ただし、納付確認ができるまで、納付後最短で
５日、最長で４週間程度かかります。

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｖ
Ａ
（
ナ
ス
バ
））
で
は
、
自
動

車
事
故
に
よ
る
被
害
者
保
護
の
増

進
を
目
的
に
、
国
土
交
通
省
所
管

の
独
立
行
政
法
人
と
し
て
「
重
度

後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
の
支

給
」
及
び
「
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成

資
金
の
無
利
子
貸
付
」
を
次
の
と

お
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
介
護
料
の
支
給
】

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
「
脳
」、「
脊

髄
」、「
胸
腹
部
臓
器
」
を
損
傷
し
、

重
度
の
後
遺
障
害
（
自
賠
法
施
行

令
別
表
第
一
の
「
第
１
級
１
・
２

号
」「
第
２
級
１
・
２
号
」
に
認
定
、

若
し
く
は
同
程
度
）
を
持
つ
た
め
、

日
常
生
活
動
作
に
つ
い
て
「
常
時
」

又
は
「
随
時
」
の
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
方
に
、
次
の
と
お
り
介
護

料
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
額
（
月
額
）

・
特
Ⅰ
種
　
６
８
，
４
４
０
円
～

　
　
　
　
１
３
６
，
８
８
０
円

・
Ⅰ
種
　
　
５
８
，
５
７
０
円
～

　
　
　
　
１
０
８
，
０
０
０
円

・
Ⅱ
種
　
　
２
９
，
２
９
０
円
～

　
　
　
　
　
５
４
，
０
０
０
円

自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者
保
護
制
度
に
つ
い
て

【
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金

の
無
利
子
貸
付
】

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度
後
遺
障

害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
ご
家
庭

の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
お
子
様
を

対
象
に
、
育
成
資
金
の
無
利
子
貸

付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
貸
付
額
（
無
利
子
）

・
は
じ
め
に
一
時
金

　
　
　
　
　
１
５
５
，
０
０
０
円

・
毎
月

　
　
２
０
，
０
０
０
円

・
入
学
支
度
金
（
小
・
中
学
校
入

学
時
）
　
　
４
４
，
０
０
０
円

●
返
還
方
法

　
中
学
校
卒
業
後
か
ら
６
ヶ
月
又

は
１
年
の
据
置
期
間
経
過
後
に
月

賦
又
は
半
年
賦
併
用
に
よ
る

年

以
内
で
の
均
等
払
い

※
高
校
・
大
学
等
へ
進
学
さ
れ
た

場
合
、
在
学
中
は
返
還
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
長
野
支
所

電
話
０
２
６
‐
４
８
０
‐
０
５

２
１

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
a
sv

a
.g

o
.jp 20
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１
　
平
成
30

■
期
日
　
６
月

（
木
）　
２
日
間27

の
い
ず
れ
か
第
１
次
試
験
合
格

通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

■
問
合
せ
先

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関

す
る
問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

平
成
30
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験
要
綱

　
税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す

る
税
務
職
員
（
国
家
公
務
員
）
を
募

集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
及
び
平
成
31
年
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
卒
業
見
込
み
の
者

２
　
人
事
院
が
上
記
１
に
掲
げ
る

者
に
準
ず
る
と
認
め
る
者

■
試
験
の
程
度
　
高
等
学
校
卒
業

程
度

■
申
込
方
法
等

　【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

○
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス

し
、
説
明
に
従
い
入
力
す
る
。

h
ttp

:/
/
w

w
w

.jin
ji-sh

ik
e
n
.

g
o
.jp

/
ju

k
e
n
.h

tm
l

○
受
付
期
間

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

午
前
９
時

０
３
‐
３
５
８
１
‐

　
平
成
30
年
６
月
18
日

27
日
（
水
）[

小
谷
村
農
業
委
員
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度

今
月
の
納
税

※
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い

る
方
は
５
月
25
日
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
25
日
の

定
期
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

方
は
６
月
11
日
に
再
振
替
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

税
　
目

軽
自
動
車
税

期
　
別

全
期
分

納
期
限

５
月
31
日
（
木
）

■
次
回
の
開
会
予
定

５
月

日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら

（
総
会
　
午
前
８
時

分
か
ら
）

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

（
観
光
振
興
課
農
林
係
）

電
話
８
２
‐
２
５
８
８

21

45

（
月
）
午
前

受
信

５
３
１
１
　
内
線
２
３
３
３

９
時
～
６
月

有
効]

00
分
～
午
後
５
時

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で

き
な
い
場
合
】
郵
送
又
は
持

　（
土

日
曜
日
及
び
祝
日
等
の
休

日
は・
除
く
。）

○
上
記
以
外
の
問
合
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
係

参

○
問
合
せ
先

第
１
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国

税
局
（
国
税
事
務
所
）

■
試
験
日

・
第
１
次
試
験
日
　
平
成
30
年
９

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

　
午
前
８
時

０
４
８
‐
６
０
０
‐

３
１
１
１
　
内
線
２
０
９
７

30
分
～
午
後
５
時

月
２
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験
日
　
平
成
30
年

・

10

日
は
除
く
。）

署
ま
た
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消

防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

月
10
日
（
水
）
～
10
月
19
日
（
金
）

防
火
管
理
新
規
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
で

は
、
次
の
日
程
で
防
火
管
理
者
の

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
（
水
）・
28
日

■
会
場
　
フ
レ
ン
ド
・
プ
ラ
ザ
大

町
２
階
会
議
室
（
大
町
市
文
化

会
館
南
側
）

■
対
象
　
防
火
管
理
者
の
資
格
を

必
要
と
す
る
仕
事
に
従
事
し
て

い
る
人
が
対
象
で
す
が
、
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
な
い
人
で
も
受

講
で
き
ま
す
。

■
費
用
　
３
，
６
０
０
円

ト
と
交
換
で
27

（
テ
キ
ス

日
に
講
習
会
場

受
付
に
て
集
金
し
ま
す
）

■
申
し
込
み
　
５
月

ら
６
月
15
日
（
金
）14

日
（
月
）

　（
土

日
曜
日
及
び
祝
日
等
の
休

■
お
問
い
合
わ
せ

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
総

務
課
予
防
係

電
話
２
２
‐
０
１
６
６

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
大
町
消
防
署

電
話
２
２
‐
０
１
１
９

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署

電
話
７
２
‐
０
１
１
９

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
南
部
消
防
署

電
話
６
２
‐
０
１
１
９

か

ま
で
に
、
受

講
申
込
書
と
顔
写
真
１
枚
（
縦

３
㎝
×
横
２
・
４
㎝)

を
最
寄

り
の
消
防
署
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

※
受
講
願
書
は
、
最
寄
り
の
消
防

(7) 広報おたり　平成30年５月号


